

























Connecting International Students to the Local Community in 
Class:
Projects for an Inbound Tourism Plan
             YAMADA Noe
【Abstract】This paper reports on a project in which international students made 
inbound tourism plans and proposals for the Ibaraki prefecture government. The 
project facilitates a reciprocal relationship between students and the local communi-
ty. Students can develop a variety of skills through this project. As a result, the local 
community can gain new ideas for inbound tourism development from the students 
as foreigners.  This project is an academic-governmental collaboration.
【Keywords】Regional cooperation, international students and the local community, 



























































































































2016 年度春 総合日本語７演習 7 名 ２
2016 年度秋 総合日本語７演習 5 名 １
2017 年度春 総合日本語７演習 7 名 ２
2017 年度秋 総合日本語７演習 10 名 ３
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①そう思わない ０ ０ ０
②あまりそう思わない ０ ９％ ３％
③どちらとも言えない ５％ 18％ 10％
④そう思う 74％ 45％ 63％
⑤とてもそう思う 21％ 27％ 23％
＊百分率は小数点以下を四捨五入しているため①～⑤の合計が必ずしも 100％にはならない。
積極性についての項目（表４）では、肯定的な回答をした学生は全体の８割を超えた。






①そう思わない ０ ０ ０
②あまりそう思わない ５％ ０ ３％
③どちらとも言えない ５％ 18％ 10％
④そう思う 63％ 36％ 53％












いが、最も長い授業外学習時間が５時間と６時間となっている。これは N １の平均 3.6
時間よりかなり長いため、学習の負担が大きかったことが、今後の参加についての肯定









①そう思わない ０ ０ ０
②あまりそう思わない ６％ ９％ ７％
③どちらとも言えない 13％ 27％ 17％
④そう思う 45％ 36％ 43％
⑤とてもそう思う 35％ 27％ 33％
表６　「ビジター（茨城県庁の局員など）の参加は、この授業に役に立った」
日本語能力試験N１相当 日本語能力試験N２相当 全員
①そう思わない ０ ０ ０
②あまりそう思わない ６％ ９％ ７％
③どちらとも言えない 13％ 27％ 17％
④そう思う 45％ 36％ 43％




①そう思わない ０ ０ ０
②あまりそう思わない ０ 18％ ５％
③どちらとも言えない ７％ 18％ 10％
④そう思う 57％ 18％ 45％






















①そう思わない ０ ０ ０
②あまりそう思わない ３％ ９％ ５％
③どちらとも言えない 17％ ９％ 15％
④そう思う 53％ 45％ 51％
⑤とてもそう思う 27％ 36％ 29％
表９　「この授業を受けて、これまでと比べて向上したと思う能力がある」
日本語能力試験N１相当 日本語能力試験N２相当 全員
①そう思わない ０ ０ ０
②あまりそう思わない ０ ９％ ２％
③どちらとも言えない 19％ ９％ 17％
④そう思う 58％ 45％ 55％
⑤とてもそう思う 23％ 36％ 26％
－ 33 －
留学生の学びと地域社会に資する授業実践
ここまで見てきた項目では、N ２の学生の評定は総じて N １の学生よりも低い傾向が
ある。原因は日本語能力の問題だと考えられるが、今後検証する必要がある。N ２の学




１の学生では８割強、N ２の学生では６割強であった。否定的な回答が N １、N ２の学
生ともに２名ずついた。
授業外学習に費やした具体的な時間について見ると、N １の学生は最低１時間から最
高 11 時間までで平均 3.6 時間、N ２の学生は最低２時間から最高 25 時間までで平均 7.8
時間であった。N ２の学生に関しては、１名が抜きん出て多く 25 時間と回答しているが、




①そう思わない ０ ０ ０
②あまりそう思わない ６％ 18％ 10％
③どちらとも言えない 13％ 18％ 14％
④そう思う 55％ 36％ 50％





N １の学生の１回の最長学習時間の平均 3.6 時間を８回分授業外学習に費やしたとして
も 28.8 時間で、大学が推奨する 30 時間とほぼ同時間である。（実際には、もっと少ない
可能性がある。）N ２の学生では、最終レポート課題がないため、授業外学習が必要なの
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質 問 合計人数 ① ② ③ ④ ⑤ 
この授業を受けて満足した 19/11 0/0 0/1 1/2 14/5 4/3 




31/11 0/0 2/1 4/3 14/4 11/3
ビジターの参加は、この授業に 
役に立った 









30/11 0/0 1/1 5/1 16/5 8/4 
この授業を受けて、これまでと比
べて向上したと思う能力がある 
31/11 0/0 0/1 6/1 18/5 7/4 
授業時間以外の課題の量は適切
だった 
31/11 0/0 2/2 4/2 17/4 8/3 
